
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 実施団体概要                                                 

団 体 名 ：Center for lgnacian Formation and 

Community Ministries  [CIFCoM]            

（イグナチアンコミュニティセンター） 

事業責任者：S. Maria Gilda M. Peñafiel, RVM 

担当修了生：イメルダ（13 期）           

Ms. Imelda A. Macaraig 

ホームページ：https://www.smcqc.net/ 

 

■ 活動地概要                                                 

 リサール州ロドリゲスは、フィリピン北部のルソ
ン島に位置し、人口は約 28 万人（2010 年）であ
る。西側はメトロ・マニラ（マニラ首都圏）に接し
ている。パロサピス・ロワン地区の多くの住民は非
正規労働者であり「貧困」がこの地の主要な問題で
ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業計画概要                               

  リーダーシップ育成、生計技術の向上、環境への
配慮、廃棄物管理、防災、健康維持などをテーマ
に、セミナーや研修会など、地域の人々の暮らしを
向上させるようなプログラムを実施する。           
（2017 年からの継続事業） 

 

■ 活動の目的・ねらい                              

セミナーや研修を通して、参加者に基礎知識や応
用力を身につけさせ、地域住民の暮らしを向上させ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 
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活動地： 

リサール州ロドリゲス 

首都：マニラ 

  

     公益財団法人 日本社会福祉弘済会 助成 

 地域に根ざした           

福祉プログラムを通した        

地域のつながりづくり 

 Center for lgnacian Formation and Community  

Ministries (CIFCoM) 

 

 

 

 



 

■ 実施内容と成果                                    

  助成金は、以下のセミナーや研修に活用された。 

 

（1）コミュニティ調査 

    住民のニーズを把握するためインタビュー       
を中心としたコミュニティ調査を実施した。
この調査の結果を分析し、実際のプログラム
につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）リーダーシップ研修 

    女性と子どもを対象に、環境、健康、そし
てリーダーシップについてのセミナー、研修
を実施し、親子で清掃活動にも取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）生計技術の向上のためのトレーニング 

    生計トレーニングとして、女性たちを対象
に、ホテイアオイ（ウォーターヒヤシンス）
の蔓を編み込んでバッグやロープなどを作る
方法を教えた。 

 

（4）環境と健康、ウェルネスについての研修 

   

① 薬物乱用防止 

        センターの関係先であるセントメリー
ズ大学（ケソン市）の学生が講師とな
り、子どもたちに薬物乱用の危険性を伝
えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子ども向け眼科検診 

       健全で活発な身体づくりのため、視力
検診を実施した。視力矯正が必要な子ど
もにはメガネを作った。 

 

③ 歯科検診、健康相談 

        地域の人々を対象に、歯科検診および
健康相談を実施。日常的な衛生・健康管
理に対する意識の向上を図った。 

女性を対象としたリーダーシップ研修 

親子で取り組む地域の清掃活動の様子 

住民のニーズ調査 

研修で使用した喫煙や覚せい剤使用の危険性を訴える 

パンフレット 

子どもたちにもわかりやすいように、視覚教材を使用 



 

（5）子どもを対象としたキリスト教教育 

     映画鑑賞や創作活動を通して、基礎的なキ
リスト教の教義、カトリックの祈り、賛美歌
等の教育を子どもたちに行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）社会文化活動（キャンプ） 

   地域の人たちのチームワークや関係性の向上
のために、能力開発・チームづくりのプログラ
ムの実施によって、地域のメンバーが一体とな
り、自分たちの家族だけでなく、他者にも関心
を持ち始めた。少しずつではあるが、自分たち
の幸福ならびに環境、生活水準の向上のために
協力して活動をし始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域や家庭を訪問した際や、交流会や参加型プロ
グラム等を実施した際の住民の様子をみると、より
心を開き、安心感をもって互いに接しているように
見受けられる。自らの経験を積極的に語るとともに
互いの関係性や神とのつながりをもって、よりよい
生活をめざしたいと真摯に願っていることの現れで
ある。 

またカトリックの教えに帰依していない者たちも
自らの生活の中心に神を据え、神との絆を深めたい
との願いを表明した。 

これらのことから、地域の人たちは、われわれが
提供したすべてのプログラムや活動に関心を示し、
好意的に受け入れたと評価している。 

 

■ 今後の展望                                

   センターは、リサール州ロドリゲス町サンホセ、
パロサピス・ロワン地区の福祉向上のために、地域
に根差したプログラムを継続する予定である。その
他の計画されているプログラムや活動も、地域福祉
の向上や、個人の成長に必要な福祉のために必要な
事業を実施していく。 

キリスト教の勉強会の様子 

ダラナク滝でのキャンプで行ったチームワーク向上のための

グループ活動の様子 

 



 

■ 収支報告                                                                

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

    注）通貨単位： 円 [フィリピンペソ（PHP） で提出された報告をもとに円に換算したもの]   

    換算レート： 1 ペソ≒2.23 円 [送金日（2018年 7月 19 日）のレート] 

 

 

1. 収入   

項 目 金 額（円） 内 容 

全社協からの助成金 327,888   

自主財源 93,502  

合 計 421,390 
 

   

2. 支出   

項 目 金 額 内 容 

（1）コミュニティ調査 25,868 茶菓代、交通費、AV 機器費、印刷費 

（2）リーダーシップ研修 101,688 茶菓代、交通費、講師謝礼、資材費 

（3）生計技術の向上トレーニング 51,290 茶菓代、交通費、講師謝礼、資材費 

    ホテイアオイ製織 37,910 茶菓代、交通費、講師謝礼、資材費 

（4）環境と健康、ウェルネスに 

   ついての研修 

  

   ② 薬物乱用防止講座 37,910 茶菓代、交通費、講師謝礼、資材費 

   ③ 子ども向け眼科検診 33,450 茶菓代、視力矯正メガネ代、交通費 

   ④ 歯科検診・健康相談 78,050 茶菓代、資材費、レンタル機器代、医薬

品費、交通費 

（5）子ども向けキリスト教教育 21,408 茶会代、講師謝礼、AV 機器費 

（6）社会文化活動 
21,408 茶菓代、講師謝礼、AV 機器費、スポーツ

用品費、トレーナー謝礼、交通費 

合 計 421,390  


